
9 市政だより　2019.５

若者が企画、市民がデザイン
　ながおか若者会議から生まれた企画、新潟ア
ルビレックスＢＢの限定ユニホームのデザイン
コンテストを開催。市内小・中学生の6,289票の
投票で、長岡を象徴する花火と長生橋などがデ
ザインされた作品が選ばれました。（４月１日）

技大新入生に地元企業をＰＲ
　若者の長岡就職を促進するため、長岡技術科
学大学の新入生向けに、市内のものづくり企業
３社の見学会を同大と企画。参加した約90人の
学生は世界にシェアを持つ製造現場を見学し、
その優れた技術に目を奪われていました。(４月９日）

若者のアイデアで地域活性化
　長岡を活性化しようという若者のアイデアを
競うコンテストの公開審査会を行いました。過
去最多の230件が寄せられ、一次審査を通過し
た７組が発表。今後、若者とながおか・若者・
しごと機構が実現を目指します。（３月24日）

発祥の長岡で、世界最大の品評会
　錦鯉三大品評会の一つで世界最大の「錦鯉全
国若鯉品評会」を開催しました。世界24カ国か
ら約1,700尾が出品され、養鯉業者こだわりの若
鯉の美しさに、国内外の愛好家たちは見入って
いました。（３月30日）

高梁市長が復興支援に感謝
　市は昨年７月の豪雨で被害を受けた岡山県
高
たか は し

梁市の復興を支援してきました。同市の近藤
隆則市長が磯田市長を訪問し、長岡の官民連携
によるサポート、的確な初動対応、膨大な復旧
査定への応援に感謝を伝えました。(４月12日)

市役所挙げて不正行為の再発防止
　市発注工事に関する不祥事を受け、水澤副市
長をトップに全部局長を構成員とする「コンプ
ライアンス推進本部」を設置。職員の法令順守
と倫理観の保持を市役所全体で推進する取り
組みを決めます。(４月１日)
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与板消防署
中之島出張所が移転
消防車を配置し、
 “７分”圏内の拡大へ
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。
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岡
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％
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※７分…木造の２階建ての住宅で火災が発生した場合、
延焼拡大の危険性が高まるとされる発火からの経過時間
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